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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　料金を投入する課金装置と接続された画像処理装置であって、
　原稿上の画像を読み取って画像データを生成する読取手段と、
　前記読取手段により生成された画像データを処理する際の処理条件を設定する設定手段
と、
　前記設定手段で設定された処理条件に基づいて必要となる料金を計算し、当該計算結果
と前記課金装置に投入されている金額とを比較することにより、必要な金額が前記課金装
置に投入されているか否かを判断する判断手段と、
　ユーザによって前記読取手段の読取位置に載置された原稿を前記読取手段が読み取る場
合、前記判断手段が前記設定手段で設定された処理条件に基づいて計算した料金と前記課
金装置に投入されている金額とを比較した結果、必要な金額が前記課金装置に投入されて
いると判断された場合に、前記読取手段に原稿の読取処理を実行させるとともに、当該読
取手段により生成された画像データに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた
処理を実行し、必要な金額が前記課金装置に投入されていないと判断された場合は、所定
の報知手段を介して投入金額の不足を報知し、投入金額が足りるようになった場合に、前
記読取手段に原稿の読取処理を実行させるとともに、当該読取手段により生成された画像
データに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行し、
　原稿給送部によって前記読取装置の前記読取位置に給送された原稿を前記読取手段が読
み取る場合、前記読取手段による原稿の読取処理を実行し、前記判断手段が前記読取手段
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により読み取られた原稿の枚数及び前記設定手段で設定された処理条件に基づいて計算し
た料金と前記課金装置に投入されている金額とを比較した結果、必要な金額が前記課金装
置に投入されていると判断された場合に、前記読取手段により生成された画像データに対
して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行し、必要な金額が前記課金装
置に投入されていないと判断された場合は、前記所定の報知手段を介して投入金額の不足
を報知し、投入金額が足りるようになった場合に、前記読取手段により生成された画像デ
ータに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行する制御手段と
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記画像データに対する処理とは、当該画像データに基づく画像を印刷媒体上へ印刷す
る処理であることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記設定手段で設定される処理条件は、用紙サイズ、用紙の種類、両面・片面のいずれ
か、部数、倍率が含まれることを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記課金装置は、少なくとも硬貨、紙幣、カードのいずれかによる入金が可能とするこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　料金を投入する課金装置と接続された画像処理装置の制御方法であって、
　原稿上の画像を読み取って画像データを生成する読取工程と、
　前記読取工程で生成された画像データを処理する際の処理条件を設定する設定工程と、
　前記設定工程で設定された処理条件に基づいて必要となる料金を計算し、当該計算結果
と前記課金装置に投入されている金額とを比較することにより、必要な金額が前記課金装
置に投入されているか否かを判断する判断工程と、
　ユーザによって前記読取工程で原稿を読み取る際の読取位置に載置された原稿を前記読
取工程で読み取る場合、前記判断工程において前記設定工程で設定された処理条件に基づ
いて計算した料金と前記課金装置に投入されている金額とを比較した結果、必要な金額が
前記課金装置に投入されていると判断された場合に、前記読取工程における原稿の読取処
理を実行させるとともに、当該読取工程で生成された画像データに対して前記設定工程で
設定された処理条件に応じた処理を実行し、必要な金額が前記課金装置に投入されていな
いと判断された場合は、所定の報知手段を介して投入金額の不足を報知し、投入金額が足
りるようになった場合に、前記読取工程における原稿の読取処理を実行させるとともに、
当該読取工程で生成された画像データに対して前記設定工程で設定された処理条件に応じ
た処理を実行し、
　原稿給送部によって前記読取工程で原稿を読み取る際の前記読取位置に給送された原稿
を前記読取工程で複数枚の原稿を連続して読み取る場合、前記読取工程における原稿の読
取処理を実行し、前記判断工程において前記読取工程で読み取られた原稿の枚数及び前記
設定工程で設定された処理条件に基づいて計算した料金と前記課金装置に投入されている
金額とを比較した結果、必要な金額が前記課金装置に投入されていると判断された場合に
、前記読取工程で生成された画像データに対して前記設定工程で設定された処理条件に応
じた処理を実行し、必要な金額が前記課金装置に投入されていないと判断された場合は、
前記所定の報知手段を介して投入金額の不足を報知し、投入金額が足りるようになった場
合に、前記読取工程で生成された画像データに対して前記設定工程で設定された処理条件
に応じた処理を実行する制御工程と
　を備えることを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、課金装置を接続する画像処理装置及びその制御方法に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
コンビニエンスストア等の営業店に設置されている装置における料金不足時の動作の制限
についての技術としては、例えば特許文献１がある。これには、ファクシミリ装置におい
て、電話番号と通信時間から通信料金を算出し、課金装置から通知される残金とを比較し
て不足した場合は送信画像の蓄積動作を停止するというものである。
【特許文献１】
特開平１１－２２０６０４号公報
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる技術では、ファクシミリ送信において、不足時にはその動作を停止
することのみについて開示しており、その結果、料金不足時には、再度残り原稿の送信に
係る再度の操作を行ない、それに見合う料金を支払う作業をしなければならない。
【０００４】
本発明はこの問題に鑑みなされたものであり、ジョブを開始する際に、投入金額の過不足
を判断し、足りていると判断した場合にジョブを開始し、不足している場合には不足金額
の投入という簡単な操作でもってジョブ開始を行う画像処理装置及びその制御方法を提供
しようとするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため、本発明の画像処理装置は以下の構成を備える。すなわち、
　料金を投入する課金装置と接続された画像処理装置であって、
　原稿上の画像を読み取って画像データを生成する読取手段と、
　前記読取手段により生成された画像データを処理する際の処理条件を設定する設定手段
と、
　前記設定手段で設定された処理条件に基づいて必要となる料金を計算し、当該計算結果
と前記課金装置に投入されている金額とを比較することにより、必要な金額が前記課金装
置に投入されているか否かを判断する判断手段と、
　ユーザによって前記読取手段の読取位置に載置された原稿を前記読取手段が読み取る場
合、前記判断手段が前記設定手段で設定された処理条件に基づいて計算した料金と前記課
金装置に投入されている金額とを比較した結果、必要な金額が前記課金装置に投入されて
いると判断された場合に、前記読取手段に原稿の読取処理を実行させるとともに、当該読
取手段により生成された画像データに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた
処理を実行し、必要な金額が前記課金装置に投入されていないと判断された場合は、所定
の報知手段を介して投入金額の不足を報知し、投入金額が足りるようになった場合に、前
記読取手段に原稿の読取処理を実行させるとともに、当該読取手段により生成された画像
データに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行し、
　原稿給送部によって前記読取装置の前記読取位置に給送された原稿を前記読取手段が読
み取る場合、前記読取手段による原稿の読取処理を実行し、前記判断手段が前記読取手段
により読み取られた原稿の枚数及び前記設定手段で設定された処理条件に基づいて計算し
た料金と前記課金装置に投入されている金額とを比較した結果、必要な金額が前記課金装
置に投入されていると判断された場合に、前記読取手段により生成された画像データに対
して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行し、必要な金額が前記課金装
置に投入されていないと判断された場合は、前記所定の報知手段を介して投入金額の不足
を報知し、投入金額が足りるようになった場合に、前記読取手段により生成された画像デ
ータに対して前記設定手段で設定された処理条件に応じた処理を実行する制御手段とを備
える。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面に従って本発明に係る実施形態を説明する。
【０００７】
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＜第１の実施形態＞
まず、本実施形態にかかわる画像入出力システムの全体構成を図１を参照しながら説明す
る。
【０００８】
　リーダー部（画像入力装置）２００は、原稿画像を光学的に読み取り、電子的な画像デ
ータに変換する。リーダー部２００は、原稿を読取るための機能を持つスキャナユニット
２１０と、原稿用紙を搬送するための機能を持つ原稿給送ユニット２５０とで構成される
。
【０００９】
プリンタ部（画像出力装置）３００は、記録紙を搬送し、その上に画像データを可視画像
として印刷して装置外に排紙する。プリンタ部３００は、複数種類の記録紙カセットを持
つ給紙ユニット３１０と、画像データを記録紙に転写、定着させる機能を持つマーキング
ユニット３２０と、印刷された記録紙をソート、ステイプルして機外へ出力する機能を持
つ排紙ユニット３３０とで構成される。
【００１０】
制御装置１１０は、リーダー部２００、プリンタ部３００と電気的に接続され、さらにネ
ットワーク４００を介して、ホストコンピュータ４０１,４０２と接続されている。
【００１１】
制御装置１１０は、リーダー部２００を制御して、原稿の画像データを読込み、プリンタ
部３００を制御して画像データを記録用紙に出力してコピー機能を提供する。また、リー
ダー部２００から読取った画像データを、コードデータに変換し、ネットワーク４００を
介してホストコンピュータへ送信するスキャナ機能、ホストコンピュータからネットワー
ク４００を介して受信したコードデータを画像データに変換し、プリンタ部３００に出力
するプリンタ機能を提供する。
【００１２】
操作部１５０は、制御装置１１０に接続され、液晶タッチパネルで構成され、画像入出力
システムを操作するためのユーザインタフェースを提供する。
【００１３】
アプリケーション部１５１は、この操作部１５０を含み、制御装置１１０を有効に利用す
るために、ユーザにとって使い勝手の良いアプリケーションを提供する（ユーザの目に見
えるのは操作部１５０のみとなる）。
【００１４】
課金装置１０００は制御装置と接続され、コイン投入が可能であったり、カード挿入が可
能であったりする。コインに関しては投入可能な上限数が定められている場合もある。ま
た、課金をするか否かを規定するモードをもっている場合もある（モードを規定するキー
が備えられている場合もある）。
【００１５】
図２はリーダー部２００及びプリンタ部３００の概観図である。リーダー部の原稿給送ユ
ニット２５０は原稿を先頭順に１枚ずつプラテンガラス２１１上へ給送し、原稿の読み取
り動作終了後、プラテンガラス２１１上の原稿を排出するものである。原稿がプラテンガ
ラス２１１上に搬送されると、ランプ２１２を点灯し、そして光学ユニット２１３の移動
を開始させて、原稿を露光走査する。この時の原稿からの反射光は、ミラー２１４、２１
５、２１６及びレンズ２１７によってＣＣＤイメージセンサ（以下ＣＣＤという）２１８
へ導かれる。このように、走査された原稿の画像はＣＣＤ２１８によって読み取られる。
【００１６】
２２２はリーダー画像処理回路部であり、ＣＣＤ２１８から出力される画像データに所定
の処理を施し、スキャナＩ／Ｆ１４０を介して制御装置１１０へと出力するものである。
【００１７】
３５２はプリンタ画像処理回路部であり、プリンタＩ／Ｆ１４５を介して制御装置１１０
から送られる画像信号をレーザードライバへと出力する。
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【００１８】
プリンタ部３００のレーザドライバ３１７はレーザ発光部３１３、３１４、３１５、３１
６を駆動するものであり、プリンタ画像処理部３５２から出力された画像データに応じた
レーザ光をレーザ発光部３１３、３１４、３１５、３１６を発光させる。このレーザ光は
ミラー３４０、３４１、３４２、３４３、３４４、３４５、３４６、３４７、３４８、３
４９、３５０、３５１によって感光ドラム３２５、３２６、３２７、３２８に照射され、
感光ドラム３２５、３２６、３２７、３２８にはレーザ光に応じた潜像が形成される。３
２１、３２２、３２３、３２４は、それぞれブラック（Ｂｋ）、イエロー（Ｙ）、シアン
（Ｃ）、マゼンダ（Ｍ）のトナーによって、潜像を現像するための現像器であり、現像さ
れた各色のトナーは、用紙に転写されフルカラーのプリントアウトがなされる。
【００１９】
用紙カセット３６０、３６１及び手差しトレイ３６２のいずれかより、レーザ光の照射開
始と同期したタイミングで給紙された用紙は、レジストローラ３３３を経て、転写ベルト
３３４上に吸着され、搬送される。そして、感光ドラム３２５、３２６、３２７、３２８
に付着された現像剤を記録紙に転写する。現像剤の乗った記録紙は定着部３３５に搬送さ
れ、定着部３３５の熱と圧力により現像剤は記像紙に定着される。定着部３３５を通過し
た記録紙は排出ローラ３３６によって排出され、排紙ユニット３７０は排出された記録紙
を束ねて記録紙の仕分けをしたり、仕分けされた記録紙のステイプルを行う。
【００２０】
また、両面記録が設定されている場合は、排出ローラ３３６のところまで記録紙を搬送し
た後、排出ローラ３３６の回転方向を逆転させ、フラッパ３３７によって再給紙搬送路３
３８へ導く。再給紙搬送路３３８へ導かれた記録紙は上述したタイミングで転写ベルト３
３４へ給紙される。
【００２１】
＜リーダー画像処理部の説明＞
図３はリーダー画像処理部２２２の詳細な構成を示すブロック図である。
【００２２】
このリーダー画像処理部２２２では、プラテンガラス２１１上の原稿をＣＣＤ２１８に読
み取られて電気信号に変換される（ＣＣＤ２１８はカラーセンサの場合、ＲＧＢのカラー
フィルタが１ラインＣＣＤ上にＲＧＢ順にインラインに乗ったものでも、３ラインＣＣＤ
で、それぞれＲフィルタ・Ｇフィルタ・ＢフィルタをそれぞれのＣＣＤごとに並べたもの
でも構わないし、フィルタがオンチップ化又は、フィルタがＣＣＤと別構成になったもの
でも構わない）。そして、その電気信号（アナログ画像信号）は画像処理部２２２に入力
され、クランプ＆Ａｍｐ．＆Ｓ／Ｈ＆Ａ／Ｄ部４５１でサンプルホールド（Ｓ／Ｈ）され
、アナログ画像信号のダークレベルを基準電位にクランプし、所定量に増幅され（上記処
理順番は表記順とは限らない）、Ａ／Ｄ変換されて、例えばＲＧＢ各８ビットのディジタ
ル信号に変換される。そして、ＲＧＢ信号はシェーディング部４５２で、シェーディング
補正及び黒補正が施された後、制御装置１１０へと出力される。
【００２３】
＜制御装置の説明＞
制御装置１１０の機能を、図４に示すブロック図をもとに説明する。
【００２４】
メインコントローラ１１１は、主にＣＰＵ１１２と、バスコントローラ１１３、各種Ｉ／
Ｆコントローラ回路とから構成される。
【００２５】
ＣＰＵ１１２とバスコントローラ１１３は制御装置１１０全体の動作を制御するものであ
り、ＣＰＵ１１２はＲＯＭ１１４からＲＯＭ Ｉ／Ｆ１１５を経由して読込んだプログラ
ムに基いて動作する。また、ホストコンピュータから受信したＰＤＬ（ページ記述言語）
コードデータを解釈し、ラスターイメージデータに展開する動作も、このプログラムに記
述されており、ソフトウェアによって処理される。バスコントローラ１１３は各Ｉ／Ｆか
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ら入出力されるデータ転送を制御するものであり、バス競合時の調停やＤＭＡデータ転送
の制御を行う。
【００２６】
ＤＲＡＭ１１６はＤＲＡＭ Ｉ／Ｆ１１７によってメインコントローラ１１１と接続され
ており、ＣＰＵ１１２が動作するためのワークエリアや、画像データを蓄積するためのエ
リアとして使用される。
【００２７】
Ｃｏｄｅｃ１１８は、ＤＲＡＭ１１６に蓄積されたラスターイメージデータをMH/MR/MMR/
JBIG/JPEG等の方式で圧縮し、また逆に圧縮され蓄積されたコードデータをラスターイメ
ージデータに伸長（Decode）する。ＳＲＡＭ１１９はＣｏｄｅｃ１１８の一時的なワーク
領域として使用される。Ｃｏｄｅｃ１１８はＩ／Ｆ１２０を介してメインコントローラ１
１１と接続され、ＤＲＡＭ１１６との間のデータの転送は、バスコントローラ１１３によ
って制御されＤＭＡ転送される。
【００２８】
Graphic Processor１３５は、ＤＲＡＭ１１６に蓄積されたラスターイメージデータに対
して、画像回転、画像変倍、色空間変換、二値化の処理をそれぞれ行う。ＳＲＡＭ１３６
はGraphic Processor１３５の一時的なワーク領域として使用される。Graphic Processor
１３５はＩ／Ｆ１３７を介してメインコントローラ１１１と接続され、ＤＲＡＭ１１６と
の間のデータの転送は、バスコントローラ１１３によって制御されＤＭＡ転送される。
【００２９】
Network Contorller１２１はＩ／Ｆ１２２によってメインコントローラ１１１と接続され
、コネクタ１２２によって外部ネットワークと接続される。ネットワークとしては一般的
にイーサネット（登録商標）があげられる。
【００３０】
汎用高速バス１２５には、拡張ボードを接続するための拡張コネクタ１２４とＩ／Ｏ制御
部１２６とが接続される。汎用高速バスとしては、一般的にＰＣＩバスがあげられる。
【００３１】
Ｉ／Ｏ制御部１２６には、リーダー部２００、プリンタ部３００の各ＣＰＵと制御コマン
ドを送受信するための調歩同期シリアル通信コントローラ１２７が２チャンネル装備され
ており、Ｉ／Ｏバス１２８によって外部Ｉ／Ｆ回路１４０,１４５に接続されている。
【００３２】
パネルＩ／Ｆ１３２は、ＬＣＤコントローラ１３１に接続され、操作部１５０上の液晶画
面に表示を行うためのＩ／Ｆと、ハードキーやタッチパネルキーの入力を行うためのキー
入力Ｉ／Ｆ１３０とから構成される。
【００３３】
操作部１５０は液晶表示部と液晶表示部上に張り付けられたタッチパネル入力装置と、複
数個のハードキーを有する。タッチパネルまたはハードキーにより入力された信号は前述
したパネルＩ／Ｆ１３２を介してＣＰＵ１１２に伝えられ、液晶表示部はパネルＩ／Ｆ５
２０から送られてきた画像データを表示するものである。液晶表示部には、本画像形成装
置の操作における機能表示や画像データ等を表示する。
【００３４】
リアルタイムクロックモジュール１３３は、機器内で管理する日付と時刻を更新/保存す
るためのもので、バックアップ電池１３４によってバックアップされている。
【００３５】
E-IDEインタフェース１６１は、外部記憶装置を接続するためのものである。本実施形態
においては、このＩ／Ｆを介してハードディスクドライブ１６０を接続し、ハードディス
ク１６２へ画像データを記憶させたり、ハードディスク１６２から画像データを読み込む
動作を行う。
【００３６】
コネクタ１４２と１４７は、それぞれリーダー部２００とプリンタ部３００とに接続され
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、同調歩同期シリアルＩ／Ｆ(１４３,１４８)とビデオＩ／Ｆ(１４４,１４９)とから構成
される。
【００３７】
スキャナＩ／Ｆ１４０は、コネクタ１４２を介してリーダー部２００と接続され、また、
スキャナバス１４１によってメインコントローラ１１１と接続されており、リーダー部２
００から受け取った画像に対して所定の処理を施す機能を有し、さらに、リーダー部２０
０から送られたビデオ制御信号をもとに生成した制御信号を、スキャナバス１４１に出力
する機能も有する。
【００３８】
スキャナバス１４１からＤＲＡＭ１１６へのデータ転送は、バスコントローラ１１３によ
って制御される。
【００３９】
プリンタＩ／Ｆ１４５は、コネクタ１４７を介してプリンタ部３００と接続され、また、
プリンタバス１４６によってメインコントローラ１１１と接続されており、メインコント
ローラ１１１から出力された画像データに所定の処理を施して、プリンタ部３００へ出力
する機能を有し、さらに、プリンタ部３００から送られたビデオ制御信号をもとに生成し
た制御信号を、プリンタバス１４６に出力する機能も有する。
【００４０】
ＤＲＡＭ１１６上に展開されたラスターイメージデータのプリンタ部への転送は、バスコ
ントローラ１１３によって制御され、プリンタバス１４６、ビデオＩ／Ｆ１４９を経由し
て、プリンタ部３００へＤＭＡ転送される。
【００４１】
＜スキャナＩ／Ｆの画像処理部の説明＞
スキャナＩ／Ｆ１４０の画像処理を担う部分についての詳細な説明を行う。図５はスキャ
ナＩ／Ｆ１４０の画像処理を担う部分の詳細な構成を示すブロック図である。
【００４２】
リーダー部２００から、コネクタ１４２を介して送られる画像信号に対して、つなぎ＆Ｍ
ＴＦ補正部６０１で、ＣＣＤ２１８が３ラインＣＣＤの場合、つなぎ処理はライン間の読
取位置が異なるため、読取速度に応じてライン毎の遅延量を調整し、３ラインの読取位置
が同じになるように信号タイミングを補正し、ＭＴＦ補正は読取速度によって読取のＭＴ
Ｆが変るため、その変化を補正する。読取位置タイミングが補正されたデジタル信号は入
力マスキング部６０２によって、ＣＣＤ２１８の分光特性及びランプ２１２及びミラー２
１４、２１５、２１６の分光特性を補正する。入力マスキング部６０２の出力はＡＣＳカ
ウント部４０５及びメインコントローラ１１１へと送られる。
【００４３】
＜ＡＣＳカウント部の説明＞
ＡＣＳ（オートカラーセレクト）カウント部の説明を図６を用いて行う。
【００４４】
オートカラーセレクト（以下ＡＣＳ）は、原稿がカラーなのか白黒なのかを判断する。つ
まり画素ごとの彩度を求めてある閾値以上の画素がどれだけ存在するかでカラー判定を行
うものである。しかし、白黒原稿であっても、ＭＴＦ等の影響により、ミクロ的に見ると
エッジ周辺に色画素が多数存在し、単純に画素単位でＡＣＳ判定を行うのは難しい。この
ＡＣＳ手法はさまざまな方法が提供されているが、本実施形態ではＡＣＳの方法にはこだ
わらない為、ごく一般的な手法で説明を行う。
【００４５】
前記したように、白黒画像でもミクロ的に見ると色画素が多数存在するわけであるから、
その画素が本当に色画素であるかどうかは、注目画素に対して周辺の色画素の情報で判定
する必要がある。５０１はそのためのフィルタであり、注目画素に対して周辺画素を参照
する為にＦＩＦＯの構造をとる。５０２はメインコントローラ１１１からセットされた５
０７～５１０のレジスタに設定された値と、リーダー部２００から送られたビデオ制御信
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号５１２を元に、ＡＣＳをかける領域信号５０５を作成する回路である。５０３の色判定
部は、ＡＣＳをかける領域信号５０５に基づき、注目画素に対して５０１のフィルタ内の
メモリ内の周辺画素を参照し、注目画素が色画素か白黒画素かを決定する為の色判定部で
ある。５０４は５０３の色判定部が出力した色判定信号の個数を数えるカウンタである。
【００４６】
メインコントローラ１１１は読み込み範囲に対してＡＣＳをかける領域を決定し、５０７
～５１０のレジスタに設定する（本実施形態では、原稿に対して独立で範囲を決める構成
をとる）。また、メインコントローラ１１１はＡＣＳをかける領域内での色判定信号の個
数を計数するカウンタの値を、所定の閾値と比較し、当該原稿がカラーなのか白黒なのか
を判断する。
【００４７】
５０７～５１０のレジスタには、主走査方向、副走査方向それぞれについて、色判定部５
０３が判定を開始する位置、判定を終了する位置を、リーダー部２００から送られたビデ
オ制御信号５１２に基づいて設定しておく。本実施形態では、実際の原稿の大きさよりも
それぞれ１０mm程度小さめに設定している。
【００４８】
＜プリンタＩ／Ｆの画像処理部の説明＞
プリンタＩ／Ｆ１４５の画像処理を担う部分についての詳細な説明を行う。図７はプリン
タＩ／Ｆ１４５の画像処理を担う部分の詳細な構成を示すブロック図である。
【００４９】
メインコントローラ１１１から、プリンタバス１４６を介して送られる画像信号は、まず
ＬＯＧ変換部７０１に入力される。ＬＯＧ変換部７０１では、ＬＯＧ変換でＲＧＢ信号か
らＣＭＹ信号に変換する。次にモアレ除去部７０２でモアレが除去される。７０３はＵＣ
Ｒ＆マスキング部で、モアレ除去処理されたＣＭＹ信号はＵＣＲ処理でＣＭＹＫ信号が生
成され、マスキング処理部でプリンタの出力にあった信号に補正される。ＵＣＲ＆マスキ
ング部７０３で処理された信号はγ補正部７０４で濃度調整された後フィルタ部７０５で
スムージング又はエッジ処理される。これらの処理を経て、コネクタ１４７を介してプリ
ンタ部３００へと画像が送られる。
【００５０】
＜Graphic Processorの説明＞
Graphic Processor１３５についての詳細な説明を行う。図８はGraphic Processor１３５
の詳細な構成を示すブロック図である。
【００５１】
Graphic Processor１３５は、画像回転、画像変倍、色空間変換、二値化の処理をそれぞ
れ行うモジュールを有する。ＳＲＡＭ１３６はGraphic Processor１３５の各々のモジュ
ールの一時的なワーク領域として使用される。各々のモジュールが用いるＳＲＡＭ１３６
のワーク領域が競合しないよう、あらかじめ各々のモジュールごとにワーク領域が静的に
割り当てられているものとする。Graphic Processor１３５はＩ／Ｆ１３７を介してメイ
ンコントローラ１１１と接続され、ＤＲＡＭ１１６との間のデータの転送は、バスコント
ローラ１１３によって制御されＤＭＡ転送される。
【００５２】
バスコントローラ１１３は、GraphicProcessor１３５の各々のモジュールにモード等を設
定する制御及び、各々のモジュールに画像データを転送するためのタイミング制御を行う
。
【００５３】
＜動作の説明＞
図９は、ジョブ投入する際に料金の問い合わせを行うときの処理に関して記載したフロー
チャートである。
【００５４】
先ず、ステップＳ５０１では、コントローラ部１１０と、課金装置１０００が情報のやり
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とりをする。ここでの情報とは、課金装置１０００の接続状況や課金モードであるかどう
か、つり銭の状態、貨幣や紙幣が投入可能な状態であるかどうか、または料金に関する情
報（残金など）、もしくはカードが使用可能な課金装置であればそのカードの挿入状況や
カードの料金情報（残金など）である。
【００５５】
ステップＳ５０２では、ユーザからジョブ投入要求があったかどうか、すなわち、用紙サ
イズ、部数、両面複写か片面複写か、変倍等の複写条件を入力した後、コピー開始指示が
あったかどうかを判断し、そのジョブ投入要求があるまで待つ。ジョブ投入要求が来た場
合、処理はステップＳ５０３に進み、アプリケーション部１５１からコントローラ部１１
０に料金計算に必要な情報（カラー／モノクロの区別、用紙サイズ、両面／片面、部数、
変倍など）を伝達する。ステップＳ５０４では、ステップＳ５０３で受けた情報を元に、
そのジョブに必要な料金を計算する。そして、ステップＳ５０５で、アプリケーション部
に対してジョブに必要な料金、不足料金を伝達する。
【００５６】
ステップＳ５０６ではアプリケーション部で料金が不足しているかを判断し、料金が足り
ている場合はＳ５０７に進みジョブを投入する。一方、不足している場合はステップＳ５
０８へ進み、操作部１５０にユーザへの「料金が＊＊＊円不足しています。追加投入して
ください。」などといった警告表示を行う（＊＊＊は不足金額を示している）。そして、
ステップＳ５０９ではユーザが不足している料金を追加で投入したかどうかを、課金装置
１０００からの状態を入力することで判断し、不足分を上まわる料金の追加があった場合
はステップＳ５０７へ進みジョブを投入する。追加していない場合は、ステップＳ５１０
へ進み、ユーザからジョブ中止要求がいているかどうかを判断する。ここで中止要求があ
った場合は、ステップＳ５１１へ進み、ジョブをキャンセルして終了する。また、中止要
求が来ていない場合は、ステップＳ５１２に進み、一定時間経過したかどうかを判断する
。ここで一定時間経過した場合は、ステップＳ５１１で自発的にジョブをキャンセルする
。一定時間経過していない場合は、ステップＳ５０９へ戻り、上記の追加料金の入力、或
いは、キャンセル入力を待つ。
【００５７】
以上の結果、本第１の実施形態によれば、カード、或いは紙幣や硬貨等で課金装置１００
０に料金を投入し、且つ、各種複写条件を設定し複写開始を指示したとき（ジョブ投入し
たとき）、先ず、設定条件によって算出された料金と実際の投入金額（カードであれば残
金）とを比較し、前者の料金が後者の金額以下である場合には直ちに複写ジョブを開始で
き、不足時にはその旨を通知し、その追加金の投入した場合にジョブを直ちに開始するこ
とになるので、１つのジョブの途中で料金不足が発生することが無くなる。
【００５８】
＜第２の実施形態＞
第２の実施形態を説明する。本第２の実施形態における構成は、図１から図８と同様であ
るため、ここでは省略する。異なる点は、本第２の実施形態では、複数の原稿を複写する
場合についてのものである。なお、ここで示す構成は一例であり、図示の構成に限定され
るものではない。
【００５９】
図１０は、ジョブ投入する際に料金の問い合わせを行うときの処理に関して記載したフロ
ーチャートである。
【００６０】
先ず、ステップＳ６０１では、コントローラ部１１０と、課金装置１０００が情報のやり
とりをしている。ここでの情報とは、課金装置１０００の接続状況や課金モードであるか
どうか、つり銭の状態、貨幣や紙幣が投入可能な状態であるかどうか、または料金に関す
る情報（残金など）、もしくはカードが使用可能な課金装置であればそのカードの挿入状
況やカードの料金情報（残金など）である。
【００６１】
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ステップＳ６０２では、ユーザからジョブ投入要求がきたかどうかを判断し、その要求が
あるのを待つ。ジョブ投入要求があると、処理はステップＳ６０３に進み、ジョブを投入
する。ステップＳ６０４では、原稿給送ユニット２５０に載置された原稿をプラテンガラ
スに順次搬送し、スキャンし読取る。読取った原稿画像データは、先に説明したように、
E-IDEインタフェース１６１に接続されたハードディスクドライブ１６０に保存していく
。すべての画像を読取ったとき、原稿が何枚存在したのか確定できる。尚、原稿の両面を
複写するよう設定された場合、原稿の表と裏とを交互に読取ることになるので、読取った
画像の枚数は２倍になる。こうして、複写すべき画像の枚数が確定すると、ジョブを一時
停止し、ステップＳ６０５でアプリケーション部１５１からコントローラ部１１０へジョ
ブを識別する情報のみを伝達する。ステップＳ６０６では、ステップＳ６０５で受けたジ
ョブを識別する情報を元にそのジョブに設定してあるモード（カラー／モノクロの区別、
用紙サイズ、用紙の種類（光沢紙か普通紙か等）、両面／片面の区別、部数、変倍など）
から、そのジョブに必要な料金を計算する。更に、ステップＳ６０１で蓄積している残金
とそのジョブに必要な料金を比較し、不足料金を計算し、ステップＳ６０７でアプリケー
ション部に対してジョブに必要な料金、不足料金を伝達する。
【００６２】
　ステップＳ６０８ではアプリケーション部で料金が不足しているかを判断し、料金が足
りている場合はステップＳ６０９に進みジョブを再開する。具体的には、既にハードディ
スク１６２に保存された画像を読出し、設定された条件に従って印刷処理を行うことにな
る。なお、ステップＳ６０４で全スキャンが完了したとき一時的に停止させたが、このス
テップＳ６０８に到達するまでの時間は瞬時であるので、ユーザから見れば読取が完了し
たとき直ちに複写が開始されるように見えるようになる。
【００６３】
一方、ステップＳ６０８において、不足している場合はステップＳ６１０へ進み、操作部
１５０にユーザへの「料金が不足しています。追加投入してください。」などといった警
告表示を行う。そして、ステップＳ６１１ではユーザが不足している料金を追加で投入し
たかどうかを判断し、追加したと判断した場合にはステップＳ６０９へ進みジョブを再開
する。また、追加していない場合は、ステップＳ６１２へ進み、ユーザからジョブ中止要
求が来ているかどうかを判断する。ここで中止要求が来た場合は、ステップＳ６１３へ進
み、ジョブをキャンセルして終了する。中止要求が来ていない場合は、ステップＳ６１４
に進み、一定時間経過したかどうかを判断する。ここで一定時間経過した場合は、ステッ
プＳ６１３で自発的にジョブをキャンセルする。一定時間経過していない場合は、ステッ
プＳ６１１へ戻る。
【００６４】
以上の結果、本第２の実施形態によれば、複数の原稿を複写する場合、印刷すべきオリジ
ナルの画像データを取得して、そのオリジナル画像の枚数を確定し、その後で、複写条件
（カラー／モノクロの区別、部数、用紙サイズ、用紙の種類、両面か片面か、倍率等）に
応じて料金を計算する。そして、その計算した金額が、課金装置１０００での残金以下の
場合に、直ちに複写を行うことが可能となる。料金不足の場合には、不足分の金額の投入
を待って、複写ジョブを開始することになり、複写の途中で料金不足になることがなくな
り、結果的に、料金不足時の再度の条件設定という再度の設定を不要とすることが可能に
なる。
【００６５】
なお、上記第２の実施形態では、原稿の枚数（処理すべき画像の枚数）をカウントと画像
データの蓄積を同時に行うもの例を説明したが、本実施形態の如く、ハードディスク装置
等の大容量記憶装置を備えていない場合には、単純に枚数だけをカウントしても良い。そ
して、その枚数をカウントした後、ジョブが開始されたとき、再度１枚ずつ読取り複写処
理を行えば良い。
【００６６】
＜第３の実施形態＞
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第３の実施形態を説明する。本第３の実施形態の構成は図１から図８と同様であるため、
ここでは省略する。なお、ここで示す構成は一例であり、図示の構成に限定されるもので
はない。
【００６７】
図１１乃至１３は、ジョブ投入する際に料金の問い合わせを行うときの処理に関して記載
したフローチャートである。
【００６８】
図１１のステップＳ７０１では、コントローラ部１１０と、課金装置１０００が情報のや
りとりをしている。ここでの情報とは、課金装置１０００の接続状況や課金モードである
かどうか、つり銭の状態、貨幣や紙幣が投入可能な状態であるかどうか、または料金に関
する情報（残金など）、もしくはカードが使用可能な課金装置であればそのカードの挿入
状況やカードの料金情報（残金など）がある。ステップＳ７０２では、ユーザからジョブ
投入要求がきたかどうかを判断している。ジョブ投入要求が来た場合、ステップＳ７０３
でフィーダからの読み込みかどうかを判断しており、フィーダからの読み込みでなかった
場合（プラテンガラス上に１枚の原稿を載置した場合）にはステップＳ７０４のＡへ、フ
ィーダからの読み込みだった場合、ステップＳ７０５のＢへ進む。
【００６９】
Ａへ進んだ場合に関して、図１２を用いて説明する。図１２のステップＳ８００のＡへ進
んだ場合、先ず、ステップＳ８０１で、アプリケーション部１５１からコントローラ部１
１０に料金計算に必要な情報（カラー／モノクロの区別、用紙サイズ、用紙の種類、両面
／片面、部数、変倍など）を伝達する。ステップＳ８０２では、ステップＳ８０１で受け
た情報を元に、そのジョブに必要な料金を計算する。さらに、図１１のステップＳ７０１
で蓄積している残金とそのジョブに必要な料金を比較し、不足料金を計算し、ステップＳ
８０３でアプリケーション部に対してジョブに必要な料金、不足料金を伝達し、ステップ
Ｓ８０４ではアプリケーション部で料金が不足しているかを判断する。料金が足りている
場合はステップＳ８０５に進みジョブを投入し、ステップＳ８１１でＣへ進む。この場合
図１１のＣへ戻る。
【００７０】
一方、料金が不足している場合はステップＳ８０６へ進み、操作部１５０にユーザへの「
料金が＊＊＊円不足しています。追加投入してください。」などといった警告表示を行う
。ステップＳ８０７ではユーザが不足している料金を追加で投入したかどうかを判断する
。追加した場合はステップＳ８０５へ進みジョブを投入する。追加していない場合は、ス
テップＳ８０８へ進み、ユーザからジョブ中止要求が来ているかどうかを判断する。ここ
で中止要求が来た場合はステップＳ８０９へ進み、ジョブをキャンセルしてステップＳ８
１１のＣへ進む。この場合、図１１のＣへ戻る。中止要求が来ていない場合は、ステップ
Ｓ８１０に進み、一定時間経過したかどうかを判断する。ここで一定時間経過した場合は
ステップＳ８０９で自発的にジョブをキャンセルしてステップＳ８１１のＣへ進む。この
場合図１１のＣへ戻る。一定時間経過していない場合は、ステップＳ８０７へ戻り、上記
の所定時間、追加料金の投入か、キャンセルを待ち続ける。図１１のステップＳ７０６の
Ｃへ戻った場合、本処理を終了する。
【００７１】
次に、図１１におけるＢへ処理が進んだ場合に関して、図１３を用いて説明する。
【００７２】
ステップＳ９００のＢへ進んだ場合、ジョブ投入要求が来ているので、ステップＳ９０１
でジョブを投入する。ステップＳ９０２で原稿をすべてスキャンしたら、枚数が確定する
のでジョブを一時停止し、ステップＳ９０３でアプリケーション部１５１からコントロー
ラ部１１０へジョブを識別する情報のみを伝達する。ステップＳ９０４では、ステップＳ
９０３で受けたジョブを識別する情報を元にそのジョブに設定してあるモード（カラー／
モノクロの区別、用紙サイズ、用紙の種類、両面／片面、部数、変倍など）から、そのジ
ョブに必要な料金を計算する。更に、図１１のステップＳ７０１で蓄積している残金とそ
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のジョブに必要な料金を比較し（差分をとり）、不足料金を計算する。そして、ステップ
Ｓ９０５でアプリケーション部に対してジョブに必要な料金、不足料金を伝達する。ステ
ップＳ９０６ではアプリケーション部で料金が不足しているかを判断（不足料金の符号を
チェック）し、料金が足りている場合はステップＳ９０７に進みジョブを再開し、ステッ
プＳ９１３のＤへ進む。この場合、図１１のＤへ戻る。
【００７３】
一方、ステップＳ９０６で料金が不足していると判断した場合には、ステップＳ９０８へ
進み、操作部１５０でユーザへの「料金が＊＊＊円不足しています。追加投入してくださ
い。」などといった警告表示を行う。ステップＳ９０９ではユーザが不足している料金を
追加で投入したかどうかを判断し、追加した場合はステップＳ９０７へ進みジョブを投入
し、ステップＳ９１３のＤへ進む。この場合、図１１のＤへ戻る。また、追加していない
場合は、ステップＳ９１０へ進み、ユーザからジョブ中止要求がいているかどうかを判断
する。ここで中止要求が来た場合はステップＳ９１１へ進み、ジョブをキャンセルしてス
テップＳ９１３のＤへ進む。この場合、図１１のＤへ戻る。要求が来ていない場合は、ス
テップＳ９１２に進み、一定時間経過したかどうかを判断する。ここで一定時間経過した
場合はステップＳ９１１で自発的にジョブをキャンセルして、ステップＳ９１３のＤへ進
む。この場合、図１１のＤへ戻る。一定時間経過していない場合は、ステップＳ９０９へ
戻る。この場合、図１１のステップＳ７０７のＤへ戻り、本処理を終了する。
【００７４】
以上の結果、本第３の実施形態によれば、先に説明した第１、第２の実施形態を含めるこ
とが可能となり、それぞれの実施形態の作用効果を奏することが可能となる。
【００７５】
以上説明したように本実施形態によれば、ユーザよる複写開始指示があったときに、複写
に必要な料金を設定された条件に従って計算し、その際の課金装置での残金以下の場合に
は、直ちに複写ジョブが開始され、複写指示から印刷までの時間が短縮されることになる
。また、残金が不足している場合には、実際の印刷処理が行われる前の段階で、不足分の
金額の投入を促すメッセージを出力し、その投入があったときに直ちに印刷が開始される
ことになり、操作性が簡便なものとすることができる。
【００７６】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、ジョブを開始する際に、投入金額の過不足を判断し
、足りていると判断した場合にジョブを開始し、不足している場合には不足金額の投入と
いう簡単な操作でもってジョブ開始を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態における本装置の全体構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態における本装置のリーダ部及びプリンタ部の断面構造図である。
【図３】実施形態におけるリーダー画像処理部のブロック図である。
【図４】実施形態における装置の制御装置部のブロック図である。
【図５】実施形態におけるスキャナＩ／Ｆの画像処理に関する部分のブロック図である。
【図６】実施形態におけるＡＣＳカウント部のブロック図である。
【図７】実施形態におけるプリンタＩ／Ｆの画像処理に関する部分のブロック図である。
【図８】実施形態におけるGraphicProcessorのブロック図である。
【図９】第１の実施形態における、ジョブ投入する時における処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図１０】第２の実施形態における、ジョブ投入する時における処理手順を示すフローチ
ャートである。
【図１１】第３の実施形態における、ジョブ投入する時における処理手順を示すフローチ
ャートである。
【図１２】第３の実施形態における、ジョブ投入する時における処理手順を示すフローチ
ャートである。
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【図１３】第３の実施形態における、ジョブ投入する時における処理手順を示すフローチ
ャートである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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